
英語教育に関する研究

研究分野：・英語学習における協働的学びの在り方

キーワード：協働、見取り

貢献できるSDGsの区分： ４

地域創造学部 公共政策学科 教授（特任） 松尾宏之

英語を学習する際に必要とされることの一つとして、興味・関心をいかに持続できるかが重要である。
このことを念頭に置きながら授業を構成するために、協働学習を効果的に取り入れ、学習者が主体
的、能動的に学習を進めることのできる授業デザインを研究する。また、その際に、学習者の動きを
つぶさに観察する（見取る）ことも重要となる。

研究概要

県内、県外を問わず、小・中・高の教員を主な対象として、参加費無料の授業研究会を実施している。

産学連携の可能性（アピールポイント）

長崎「学び」の会（https://ja-jp.facebook.com/nagasaki.manabi/）に詳細を記載。

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/pages/31131/
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